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日 時 令和 3 年 3 月 4 日（木） 18 時 00 分～19 時 37 分 
場 所 横手市役所本庁舎「第一会議室」 
 

出席者 【委員】佐々木均委員、佐藤正弘委員、柿﨑大二朗委員、高橋雅博委員、

堀内勝彦委員、高橋幸雄委員、奥山和彦委員、岩根えり子委員、岡部宏

哉委員、伊藤大介委員、佐藤実園委員、奥ちひろ委員（オンライン参加）、

北野悟委員 

【市側】 

（事務局）総務企画部長 村田清和、総務企画部経営企画課長 森田博範、

同課課長代理 小田嶋あけみ、同課主査 大友孝之、同課主任 佐藤剛 

     

欠席者 【委員】眞壁聡子委員、奥山ひとみ委員、木村忍委員、高橋美鈴委員、鈴

木百合子委員 

 

-------------------------------------------------------------------------- 

１.開会（18：00） 

 
２. 会長あいさつ 

 皆様こんばんは。今、森田課長からもお話がありましたとおり２月 16 日開催の予

定でありましたが、３月ということになってしまいまして、特に皆様のお仕事の関

係では決算期ということで、大変ご多用のところだったと思います。当審議会に出

席していただいて本当にありがとうございます。３月ということで、本来であれば

さまざまな行事が盛大に行われる訳ですが、残念ながらまだ新型コロナウイルスが

全国的に都会を中心にまだまだ猛威を振るっているということで大変皆様不自由な

生活をなさっているかと思います。高校の卒業式は終わりました。国公立大学の前

期試験が２月 26 日あたりに行われたと思いますが、受験生は本当に大変だったと思

います。これからは高校入試も始まると思います。それが終わってから中学校、小

学校の卒業式と、なかなか制限された中での慣行ということで、卒業生の皆さん、

保護者の方、先生方、大変だろうなと心を痛めておりますが、全国的な感染者数は

どんどん減少しておりまして緊急事態宣言が解除されたところもたくさんあり、１

都３県についてはまだもうちょっとですが、少しずつ明るい兆しが見えてきたかと

思います。何よりも当横手市では雪に閉じ込められていたところが、ここ数日は温

かい日差しがさしてきまして、あともう少しということで明るい話題も見つけなが

らやっていきたいと思っております。 
さて、委員の皆様のおかげをもちまして横手市の総合計画、それから第２期まち・

ひと・しごと創生総合戦略も事務局も大変がんばってくれまして最終案を出してく

ださいました。今日はそれにつきまして皆様に審議していただいて、順調であれば
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皆様全員にお集まりいただくのはこれが最終というふうになると聞いております。

そういうことですので、気が付いたことはどんどん提案していただければ大変あり

がたいと思います。どうか本日もよろしくお願いいたします。 

 
３．議事 

（１）第２次横手市総合計画後期基本計画（最終案）について 

（事務局） 

・【資料１】【資料２－１】【資料２－２】【資料３】に基づき説明。 
～質疑応答～ 

（会長） 

 ありがとうございました。今回【資料３】については膨大な冊子になっておりま

すが、今の説明では、前回、第２回の審議会で皆様からご意見、ご質問があった点、

それから、事務局並びに市役所内部でも揉んでいただいて気が付いたところ等をい

ろいろと修正をして【資料３】に反映しているという説明でありました。委員の皆

様あらかじめお目通しをされていたかと思いますが、何か気が付いたところがあり

ましたらお願いいたします。 

（佐藤正弘委員） 

 指標の関係で感じたところをご検討いただきたいと思います。62 ページのサブ指

標の「市民１人／１日当たりのごみの排出量」というのがございます。ごみの総排

出量は１人当たりの排出量に人口をかけて、365 日をかけて出したものなんだろうと

思うんですけれども、基本的に同じ数値の指標になっているなと思ったんですが、

総排出量と市民１人当たりいくら、どれぐらいの量と市民には同じ数字であっても

わかりやすいと思いますので、これはこれでいいのかなと思ったのが１つです。 

 それから、もう１点が、101 ページのサブ指標「自主運営組織数」というのが出て

ございます。前は「共助組織の数」ということで挙がっていたと思うんですけれど

も、「自主運営組織」というのはどういう組織なのかというのが前段の「取り組み方

針」「現状と課題」「施策の展開」の中では出て来なくてですね。「地域運営組織」と

いう文言がそれに該当するのかどうかというところがわかりませんでしたので、こ

こをわかりやすくしていただければいいのかなというふうに思いました。 

（会長） 

 ありがとうございました。第１点、62 ページのごみの排出量の点ですけれども１

人当たりというのが非常にわかりやすいというご感想でした。それから、101 ペー

ジの「自主運営組織数」が前は「共助組織数」というＫＰＩだったけれども、ここ

のところがちょっとわかりにくいのではないかというご心配です。これについて事

務局いかがでしょうか。 
（事務局） 

 「自主運営組織」については言葉の解説を入れるようにしたいと思いますがよろ
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しいでしょうか。 
（会長） 

 わかりやすいように簡潔な解説がいいと思います。わかりやすい解説をこれから

考えていただくと。ありがとうございます。 
 他に皆様いかがでしょうか。 
事務局でもう少しここの部分を説明したいということがありましたらお願いしま

す。だいぶコンパクトな説明だったので。 
（事務局） 

・【資料２－１】中、市において再検討し、変更した部分を説明。 
（会長） 

 ありがとうございました。皆様いかがでしょうか。感想的なことでも構わないで

す。 
（奥ちひろ委員） 

 皆さん、はじめまして。秋田県南ＮＰＯセンターの奥と申します。これまで２回

の会議に、家族の事情と仕事が重なってしまったということで今回はじめての参加

となりましたこと、本当に申し訳なく思っております。私は仕事でふだん地域のボ

ランティア団体ですとかＮＰＯ法人の立ち上げの支援、運営の支援などさせていた

だいております。今、コロナでかなりの団体が活動休止、解散という状況に追い込

まれています。これまで団体が支援していた市民の方がこの後、どうなってしまう

んだろうというところが若干気がかりなところです。それを踏まえてというところ

でもあるんですけれども、総合計画後期基本計画の32ページ目に施策１があります。

そこに本当にありがたいなと思うところではあるんですけれども、社会全体での支

え合い作り、ボランティア団体、ＮＰＯの役割がこれから必要になるということが

書かれているところではあるんですけれども、実際の取り組まれる施策を見たとき

に、これまで横手市さんのほうで支援されていたところからあまり発展していない

のかなと言う感じがしております。今の活動者がだんだん活動できなくなってきて

いるというのは、高齢化で若い人たちがなかなかそこに入ってこないというところ

もあるんですけれども、具体的にボランティアとか、ＮＰＯとかの活動を増やした

いとお考えになってくださっているとしたら具体的な施策の中にもそうした中身を

入れていった方がいいのではないかなと思います。Ｙ2ぷらざの３階に市民活動スペ

ースがあるんですけれども実際場所貸しという形で具体的な支援やコーディネート

がされていない状況があるので、できればソフトの部分でも育成するような取り組

みを入れていたほうがいいのかなと思っていることと、関連すると「取り組み方針」

の２番目のところに「サービス事業所や福祉施設など」と書いてはいるんですけれ

ども、例えば限定せずに広くさまざまな企業さんのＣＳＲ活動というところもあり

ますので、あまり狭めずにさまざまなＣＳＲ活動を支援するような項目も入ってき

てもいいのかなと感じました。 
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（会長） 

 どうもありがとうございます。大変貴重なご意見をいただきましたけれども、こ

れについては事務局いかがですか。 
（事務局） 

 ご意見ありがとうございます。ＮＰＯさんが現在おかれている状況というのは私

どもが推進していきたいという部分で、さきほどおっしゃっていただいた視点をし

っかりともって施策に反映していかなければならないと改めて感じたところであり

ます。実は３月議会を行っておりまして新年度予算等を審議していただいている最

中ではありますが、さきほどおっしゃっていただいたようなソフト事業は現時点で

は、具体的な部分では入っていないと思います。お話にあった視点をもう一度市全

体としてどうしていくべきかということをしっかりと、この後に向けて検討してま

いりたいと思っております。今、具体にこちらの中に施策として新たに入れること

ができるかというとちょっと厳しいものがあるんですけれども、本日の審議会の中

でいただいたご意見ということでこの後に向けてしっかり検討させていただきたい

というふうに考えております。それから、取り組み方針の部分でございますが、こ

こにつきましては対象を狭めないで、例えば企業のＣＳＲ的な部分も含めてという

ようなお話を頂戴いたしました。大変ありがとうございました。地域貢献だったり、

社会貢献の部分というのはそのとおりだと思います。大変申し訳ございません。今

回この取り組み方針の「福祉施設など」のところにまずは含めさせていただくとい

うことで、しっかりと企業のＣＳＲを推進するという部分につきましてもこの後の

施策の中に重要な視点ということで取り込んでまいりたいというふうに考えており

ますので、今は「など」というところに含ませていただくというところでご理解を

いただければ大変幸いだなと思いますがよろしいでしょうか。 
（奥ちひろ委員） 

 ありがとうございました。 
（会長） 

 どうもありがとうございます。今後、計画はもちろんですけれどもさまざまな場

面で横手市の取り組みとして検討を続けていくということでどうかよろしくお願い

したいと思います。ありがとうございます。 
 ほかに皆様いかがでしょうか。 
 内容にはぜんぜん関係しないところなんですが、レイアウト的なことなんですけ

れども例えば「現状と課題」ですとか「私たちが協力できること」というところで

黒丸がある訳ですけど、私の考えが古いのか、黒丸、白丸というと、相撲の黒星と

白星を思い出してしまい、黒い丸だとマイナスのイメージがあります。私の気にし

すぎかもしれないんですけれども、例えば普通の白抜きの丸にするとか。そうする

とレイアウト的に目立たないとか、ちょっとそのへんレイアウトを見ていただける

といいかなと思います。内容的には問題はありません。いろんなものを評価すると
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き白丸だと良かった点、黒丸だと今後課題を要するとか悪かった点という感じで色

分けしますよね。ちょっと思いついたので、検討していただければと思います。 
皆様いかがですか。今日、ご欠席の委員の方からもご感想をいただいているとい

うことで、事務局にお願いしてよろしいですか。 
（事務局） 

 本日、眞壁委員が欠席されているんですけれども、欠席のご連絡をいただくにあ

たりまして、感想も一緒にお寄せいただきましたので、ご紹介をさせていただきた

いと思います。「計画案については、内容はもちろん、表現や文言等の細部までご担

当課において確認されたことがよくわかりました。計画の中には、市民が自ら率先

して取り組むべきことも記されていますので、成案成立後はいかに広く周知し、実

践するか、あるいはしてもらうかが大切だと思います。中身とは直接関係ありませ

んが、パブリックコメントが１件もなかったのが残念です。１月は雪のことがあま

りに大変で、それどころではなかったということなのかもしれないなというふうに

も思いました」というようなご意見をお寄せいただきました。 
（会長） 

はい、ありがとうございました。眞壁委員、今日は所用がありまして欠席という

ことで、感想等お寄せくださいました。ありがとうございました。この冬は特別な

冬ということで、普通の冬であればパブリックコメントをいただけたかもしれませ

ん。他に皆様よろしいですか。 

（奥ちひろ委員） 

 後期基本計画の 35 ページ目の「子どもたちの豊かな心を育みます」というところ

についてなんですが、ここはご相談というか、おそらく事務局のほうの学校教育に

特化したいという思いもあるのかなとも思うので、もしかしたら半分ご相談という

ところも入ってくるのかなというところもあるんですけれども。県の総合計画の委

員とかやらせていただいて思うのが、学校を卒業してしまった後の若い人たちの支

援となったときに、どうしても子育てというところに入ってこないと対象になって

こないなというところが気がかりでいます。今、人口減少が進んでいる中で、やは

り昔ほど若い人たちが数いないので、同僚に若い世代がいなかったりですとか、昔

あった青年団のように地域の若い人たちが集まって、そこで育ちあうような社会教

育的な機会が少なくなってきているなと考えます。そう考えたときに、横手を愛す

る心を育むというような取り組みが子どもたちの段階で終わらずに、例えば 20 代、

30 代くらいまで地域の中で継続していけるようなことがあったらいいなというふう

に日々思っているところです。もしここの施策が学校教育に特化したところである

と入れていくというのは難しいかもしれないんですけれども、例えば対象にした生

涯教育とか社会教育の中に入れていくことはできるとすればご検討いただければな

と思いました。 

（会長） 
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どうもありがとうございます。おっしゃるとおり、子どもたちあるいは児童生徒

たちが学校に所属している間はさまざまな支援、サポートができるわけですけれど

も、卒業してすぐ就職したり、別のところに進学したりという居場所があればいい

んですけれども、必ずしもそうでない若い方もたくさんいらして、という方々に日々

奥委員のような方々が支援の手を差し伸べていらっしゃると思うんですけど、どう

してもそこのところは弱いというのはあると思うんです。これについてどうしてい

くかというのは難しい部分があるかとは思うんですけれども、事務局ではいかがで

すか。 

（事務局） 

 施策の２－１は「教育」の面が強く出ております。大人になってからの地域との

かかわりという部分については、99 ページになりますけれども施策６－１で、「市

民が主体的にまちづくりの主人公となって、さまざまな課題に対し、みんなで語り

合い、助け合い、支え合うことによって、市民主体による特色あるまちづくりが進

められています」と「目指す将来の姿」になりますけれども、ここの中で地域活動

に年代を問わずかかわっていくような施策を市として応援していきたいという展開

になっておりますので、２－１のところでは書かれておりませんけれども施策６－

１ではそういった面も含んだ内容になっているということでご理解をいただければ

と思いますが、いかがでしょうか。 

（会長） 

 奥委員いかがでしょうか。今の説明に対して。 

（奥ちひろ委員） 

 ありがとうございます。その文言をもとに市のほうで展開されているとすればあ

りがたいなと思うところです。ただですね、おそらく若い人たちが集まって育ちあ

うという部分が必ずしも地域貢献型の市民活動とは限らないところがあるのかなと

も感じますので、今後の課題としてできれば検討いただければうれしいです。 

（会長） 

 貴重なご意見ありがとうございます。いろんなところに出て来れる積極的な方は

大丈夫なんですけれども、いろんな事情で引きこもってしまうとか、大変な状況に

なってしまいがちな方もいらっしゃるということで、そういうところへの手立てと

いうのもこれから意識して知恵を出し合って考えていかなければいけない、非常に

大事な問題だと思っております。引き続きさまざまなところで考えていくことだと

思います。 

（事務局） 

 承知しました。ありがとうございます。 
（会長） 

 どうもありがとうございます。他に皆様いかがでしょうか。それでは後期基本計

画の最終案については、このようなご意見も頂戴しましたが、全体としては委員の
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皆様の賛同を願えたというようなことでよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

 ありがとうございます。 

 

（２）第２次横手市総合計画後期基本計画（答申書案）について 

（事務局） 

・諮問内容と協議のポイントを説明。 
～質疑応答～ 

（会長） 

 今、事務局から説明がありましたけれども、皆様に協議していただきたいのは２

点ありまして、第１点目は、今了解いただきました後期基本計画の最終案が妥当で

あるかどうかということ。妥当だった場合、２点目ですけれどもその答申に意見を

付ける必要があるかどうか。そういうことについて協議していただきたいというこ

とだったんですが、答申書と申しましてもいつも目にしている文書ではないので私

も含めまして、馴染みがないという方もいらっしゃるかと思います。イメージしに

くいということで、もし事務局で何か原案等ありましたら提示していただければあ

りがたいと思うんですが。 

（事務局） 

・事務局案の資料を配布し、説明。 
（会長） 

 はい、ありがとうございました。ただ今、事務局から示された案について説明い

ただきました。皆様にご協議いただくポイントとして２点ありまして、１点目の妥

当かどうかということに関しましては、「おおむね妥当と認めます」という表現にな

っております。それから、協議の２点目ですけれども妥当と判断いただいた場合に、

意見を付けるかどうかということだったんですが、下にありますように２つの意見

を記しているという事務局のたたき台です。これにつきまして委員の皆様からご意

見などございましたらお願いしたいと思います。いかがでしょうか。 

（佐藤正弘委員） 

 文書を読んでまず第一に思ったことなんですけれども「おおむね妥当」という表

現です。今まで２回の審議の中でいろんな意見を出して、それを事務局のほうでき

っちり受け止めていただいて修正するものは修正する。だけれども、こういう考え

方だったので原案でいきたいといったところをきっちり出していただいたというこ

とで、修正しなかった部分も含めて理解できましたので、「おおむね」という表現で

はなくて「妥当」という表現でも私はいいのかなと思ったのが第１点。もう１つ、

附帯意見を付けるかどうかということなんですけれども、さきほどの眞壁委員さん

からのお話にありましたように、計画を計画のままにするんじゃなくて市民に周知

して着実に、いかに実践するか、実行するかというところが大事だというふうに話
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されていましたので、１番の「時代に即した実効性のある施策を進めていただきた

い」という文言がありますので、眞壁委員の意見の趣旨にも合うというふうに思い

ます。やはり計画を計画のままにするのではなくて、実行できるようなことを審議

会としてもお願いしてはどうかと思います。あわせてやはり財政状況もあると思い

ますので、付帯意見の２というのはあっていいのではないのかなと思いました。 
（会長） 

 どうもありがとうございます。ただ今の佐藤委員のご意見では、最初の表現です

が、これまで２回、それから今日も含めて委員の皆様に大変熱心にご協議いただい

たと。それについて、事務局のほうも、市役所の他の部門といろいろと連絡調整を

しながら、かなり揉んできた内容で皆様のご了解を得られたということで「おおむ

ね」というあいまいなことではなく「妥当と認めます」という表現のほうがよろし

いのではないかと。それから、第２点目の協議の視点で意見を入れるかどうかとい

うことですけれども、これはきちんとこの２点についてしっかりと意見を記して答

申すべきであるというふうなご意見がございました。皆様それに関してはいかがな

ものでしょうか。 

（「賛成」という声あり） 

 賛成というご賛同の声をいただきましたので、ありがとうございます。そういう

ことで「おおむね」というのを取りまして形を整えていただきたいと思います。ほ

かにございませんか。別の点でもかまいません。文言のこういうところをもうちょ

っとというのがありましたらばよろしくお願いいたします。よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

 ありがとうございます。では「おおむね」というところを取った形での答申書を

作成して送るということで皆さんからご了解をいただきました。 

 

（３）第２期横手市まち・ひと・しごと創生総合戦略（最終案）について 

（事務局） 

・【資料４】～【資料６】をもとに説明。 
～質疑応答～ 

（会長） 

 皆様からいかがでしょうか。 

（高橋雅博委員） 

 婚姻率の単位はどうなっていますか。 

（事務局） 

 単位はついていませんでした。 
（会長） 

 婚姻数÷人口×1,000 ですね。 

（事務局） 
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 指数的なもの。 
（高橋雅博委員） 

 どれだけ婚姻しているか、わかるものですか。 

（事務局） 

 計算式は、その年の婚姻数÷10 月１日の人口×1,000。これが厚生労働省で示され

ている計算式です。 

（高橋雅博委員） 

 人口推計でいくと令和 7 年度でこれくらい率があれば出生数もこれくらいになる

でしょうという感じでしょうか。 

（事務局） 

 逆算していくと。 

（会長） 

 パーセントでもないでしょうしね。人口当たりの何件結婚されたか。 

（事務局） 

 婚姻率とは、「人口 1,000 人当たりの婚姻件数を指す」となっておりました。 

（会長） 

 もし可能であれば簡単に説明書きを付けられれば市民の方がぱっと見たとき、人

口 1,000 人いたらその中で何件結婚されたんだなということがわかりやすいと思い

ますので、説明をちょっと考えていただければと思います。ありがとうございまし

た。他にございませんか。市民の方がご覧になってわかりやすい計画がいいかと思

いますので、お気づきのところありましたらお願いします。 

（奥山和彦委員） 

 人口減少をなんとかしないと大変です。私は水道も関わっているけれども、（人口

減少が進むと）たぶん浄水場が 1 施設いらなくなる状況にもなりかねない。 

（奥ちひろ委員） 

 婚姻率、出生率の、結婚した、生まれたというところの数字だけ残っていて、環

境面のＫＰＩがなくなってしまうのがちょっと残念だなと思ってるんですけど、こ

れはどういう経緯があったのでしょうか。 

（事務局） 

 「男女イキイキ職場宣言を行った事業数」が無くなった経緯ですけれども、令和

２年度でこの事業が終了になるということで、来年度以降の実績の取りようがない

ため削除させていただいたという経緯がございます。 
（会長） 

 ということだそうですが。 

（奥ちひろ委員） 

ありがとうございます。いろんなところにまたがった話をしてしまいますが、よ

ろしいでしょうか。 
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（会長） 

 はい、お願いします。 

（奥ちひろ委員） 

ありがとうございます。私自身若い人たちの支援をしているところがあって、も

しかしたら偏った見方をしてしまっているのかもしれないのですが、これから横手

市に若い人にどんどん住んでいただいて、子どもも産み育てていただいてというと

ころ、本当に強く思っていて、そう考えたときに、産み育てやすい環境を含めて作

っていかないといけないなと思うんですね。私、企業にも所属しているんですけれ

ども、育休を男性にもとらせたいと思いながら、なかなかそうはいかない事情が企

業側にもあったりしているところも目の当たりにしていて、何かしら働きながら育

てやすい環境みたいなところも含めてＫＰＩ的にも落とし込んでいかないと、これ

って進んでいかない分野なのではないかなということを感じているんです。そこま

で踏み込むのが例えば難しいとして、その次のページのところに「基本目標４」の

ＫＰＩが「市に住み続けたいと思う市民の割合」があるので、例えば若い人が「子

育てしやすいと感じていらっしゃるのかどうか」というところもしっかり意見とし

てとっていくことで次の施策にも結び付いていくような気もしますし、ＫＰＩとし

て指標が変わっていくようなことがあるとすれば見やすくなるのかなと少し感じま

した。環境をうまく整えてあげるような取り組みを進めていかないとなかなか進ん

でいかないことなんじゃないかなと思ったのが１点です。 

あとはまたがった話をしてしまうと言ったのは、25 ページ、26 ページ目の具体的

な施策のところでも感じたところではあるんですけれども、やっぱり若い世代がこ

こでも抜け落ちてしまっているなと感じていて、例えば羽後町ですと若い人たちが

中心になって人口減少対策をどういうふうに取り組んでいくのかということを考え

た結果、若い人も含めて住み続けやすい地域づくりという観点から、さまざまな若

い人の取り組みが生まれていったと聞いています。それに触発されるような形で、

関係人口だとか、移住される方も増えてきていて、結果的に若い人たちがすごい活

動をしている羽後町になっているというような現状があるところも見ているので、

五城目もおそらく同じような感じだと思うんですけれども、子育てだけではなく若

い人たちが活躍できるようなこととかコミュニティづくりとかというようなところ

を変化していくことで最終的には人口が増えていったりというところにもつながっ

てくる強みになってくるんじゃないかなというふうに感じました。 

何回も同じようなことを言っているような気もするんですけれども、そこに強い

思いがありまして改めて感じたことをお話しさせていただきました。ありがとうご

ざいました。 

（会長） 

 大変貴重なご意見ありがとうございました。非常に大事な視点でのお話だったと

思います。事務局いかがですか。 
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（事務局） 

毎年６月に総合計画の関係でまちづくりアンケートというものを、市民 3,000 人

を無作為抽出して実施しているところではあるんですけれども年代を限定して数値

をどの程度拾えるか、意見の取り方は検討させていただきたいと思います。 

それから、若い世代の方が活躍できるような事業については、担当課ともこれか

らどういったことを検討できるかということもこの後、話をしていきたいと思いま

す。来年度については、事業展開というのは想定されていない可能性がありますの

で、そこらへんも含めて整理していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

（事務局） 

 貴重なご意見ありがとうございました。まさにおっしゃるとおりなんだと思いま

す。人口減少にあらがっていくための施策として「子どもを産み育てる環境をしっ

かりと整えていく」という部分については、正しくこのとおりでありまして、例を

申し上げますと、これまでも行っているんですけれども三世代同居の促進として、

例えば近居するために新しく家を建てられるといったような場合に補助金を支給さ

せていただく事業も行っております。これは、おじいちゃん、おばあちゃんが近く

にいることでお子さんを預けて、現役の皆さんはお仕事にといった、そういうこと

に役立っているというお言葉をアンケートで頂戴しており、また、福祉医療費なん

かも正しく子どもを育てるための環境促進ということで実施しているところであり

ますが、まだまだ不足している部分はあろうかと思いますので、しっかりと検討し

て、次の施策につなげてまいりたいというふうに考えております。 
 それから、もう１つ若い人が住み続けやすいと、さきほど「関係人口」と「移住・

定住」といったようなキーワードが出てまいりました。「関係人口」というのはご存

じのとおり総務省が提唱されたキーワードでありますけれども、実は横手市はそれ

よりも前に「応援人口」という形で実施しております。そういった「関係人口」の

方々を取り込んで地域の活性化に結び付けていこうということを取り組んでまいり

ました。来年度はその関係人口事業の深化ということで、もっときちんと地域の活

性化に結び付けていくための事業にしていこうと、もう一度内容をしっかりと検討

するため、東北大学のお力を頂戴して学生さんの力とおそらく横手市の若い方の力

もお借りしながら事業展開をもう一度構築していく取り組みも現在検討している最

中でございます。そういった意味でコミュニティー強化を目指した形の、さきほど

いただいたご意見をしっかりととらまえながら事業に取り込んでまいりたいという

ふうに考えておりますので、何卒よろしくお願いいたします。 
（奥ちひろ委員） 

ありがとうございました。 
（会長） 

 よろしいでしょうか。どうもありがとうございました。 

他に皆様からご意見、あるいはご感想でもよろしいですけれどもありましたらお
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願いします。 

（堀内勝彦委員） 

感想でいいということなので、前段の基本計画からですが、大変ご難儀されて、

こういった時期なのでどうしても計画自体が全体的にコロナ感染症に引っ張られて、

現状の分析を出しています。これは致し方ないし、さきほどの答申の意見書にあり

ますように、事業評価の中でも工夫して評価してあげれば指標が独り歩きしていく

ようなことでもいけないと思うんです。実績が出たか、出ないかということだけで

なくて、外部環境も十分取り入れながら評価していただければありがたいのかなと

思います。ですから皆さんと審議した意義があるのかなと思います。 
それから、直してもらう必要性はまったくないのですが、捉え方だと思うのです

が、総合戦略の 10 ページの「最上位指標」がずっと前から気になっていたのですが、

「人口減少が緩和されている」とありますね、その下に、「年齢構成が是正に向かっ

ている」とあります。「是正」という言葉なんですが、どこでも「是正」と使うんで

すけど、「是正」はなんか悪いことをしているような「悪かったのでよくする」とい

うのが「是正」という言葉を使うんですが、適当な言葉か私わかりませんので、ち

ょっと気にかかって、じゃあこれを悪い見方をするとですね、年配者が全部いなく

なればこれが「是正になるのですか」という話になってしまうので、そういう意味

では誰も考えていなくてですね。たぶん、若い人を入れた人口構成が適正化になっ

ているよということだとすれば、「是正」は「是正勧告」ですとかあまりいい言葉に

捉えられないと思うので「最適化」とか、なんという言葉になるかわかりませんが、

かえって市民の方に分かりづらくなるようであればよくないと思うので、これは感

想ですので、指標ですから別にいいんです。あくまでも感想ということです。 
（会長） 

 ありがとうございます。10 ページの下の方の指標では大きい字で「是正に向かっ

ている」とくるもんですから、確かに今の年齢構成が悪いことなのかという感じに

なるんですよ。同じページでも一番上の本文の４行目だと「年齢構成を適正なもの

とするため」と書いています。まだ「適正」のほうが少し柔らかいかなとか。今の

人口構成が間違いなく悪いことをしているのかという感じが確かにおっしゃるとお

りありますね。ちょっとその辺、これからも細部に関しては事務局が検討しまして、

皆様のご了解をいただきたいんですけど、最終的には審議会の会長が責任をもって、

これでいいかどうかというのを、また細かいのが出てくる可能性もありますので、

今後ちょっとそういうところを私のほうで必要があれば直させていただきたいと思

っております。事務局も今のを参考に検討をお願いしたいと思います。 

（事務局） 

はい、ありがとうございます。おっしゃるとおりでありますので。 
（会長） 

どうもありがとうございます。他に皆様ございませんか。そうすれば今回も有意



第３回横手市総合計画審議会会議録 
 

 13

義なご意見、ご感想をたくさんいただきました。それを生かしながら総合戦略につ

きましても皆様のご理解を得られたということでよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

 どうもありがとうございます。それでは皆様のおかげをもちまして３つの案件に

ついてはこれにて終了ということにしたいと思います。それでは進行を事務局にお

戻したいと思います。 

 

４．その他 

（事務局） 

 佐々木会長、どうもありがとうございました。その他ということで、委員の皆様

から何かございますでしょうか。 
（奥山和彦委員） 

 健康に気を付けて長生きするように。私はゴルフ場の社長もやっておりますが、

ゴルフ場の構成年齢をみますと 60～70 歳が一番多くて、30、40 はずっと下で、みん

な上のほうがいなくなったからどうするのかなと。元気が何よりなので、いくらい

い総合計画を作っても、一人だけではなんにもならないので、なんとか 90 歳でも元

気でゴルフができるように、85 歳くらいまでスキーができるようにがんばって、や

はり元気でなければだめだということだと思います。何があっても元気でいること。

私も実は 76 歳です。歳がいくと何もやらなくなる。何でもやらないと。自転車も漕

ぎますし。その代わり病気をしないように。スキーをやっても足を壊さないように

して、ゴルフをやっても球をぶつけられないようにして。いくらかでも先延ばしし

て。高速道路が４車線になるのも 10 年くらいはかかるので。インターチェンジを造

るとき私も一生懸命頑張りました。スマートインターチェンジを造るのにも最初の

陳情から６年かかった。こっちは比較的早くできると思いますけれどもトンネルを

造ってとなると時間がかかる。その間、横手にいっぱい従業員が来ますので、人口

が相当増えると思います。トンネルを掘ったり、大手の企業がいっぱい来ると思い

ます。ということで、一時は人口が非常に増えると。あとは工業団地に工場を造れ

ば。労働人口を多くすれば。産業を育てていかないと休みもとれない。いい会社が

いっぱい来ないと休みも無理なんですよ。産休を取りなさいと言ってもとても無理。

市役所などちょっと大きい会社だとなんとかなりますけれども、代わりがいないと

いうか、代わりまで確保できない。現実問題です。私どもの会社でようやくそれが

できるようになりました。 
（事務局） 

 貴重な話題ありがとうございました。他によろしいでしょうか。 
本日につきましては答申書案までご協議いただきましたので、全体が集まっての

会議はこれでひとまず終了という形になります。会長にはこの後、市長に対して答

申書の手交をお願いしたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたしま
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す。閉会の前に総務企画部長よりご挨拶をさせていただきたいと存じます。 
（総務企画部長） 

 委員の皆様、本日はご苦労様でした。また、３回にわたりまして夜の貴重な時間

にここにお出でいただいて、毎回しっかりとした協議をいただいて非常に感謝申し

上げます。今回をもちまして総合計画、それから総合戦略、両方ともしっかりとし

た計画が出来上がったものと思っております。ただ、さきほどの協議の中にもあり

ましたとおり、計画が計画として飾っておかれるようなものではやはりだめだと思

いますので、我々の方もきちんと実行していくこと、それから社会情勢の変化に合

わせて内容を場面、場面で切り替えながら、これで固まって、これをやることが目

標ではなくて、これをベースに世の中に合わせていくということで進めさせていた

だきたいというふうに思います。皆さんにご協議いただいた内容をきちっと受け止

めて来年度から進めてまいりたいと思いますので、ぜひともよろしくお願いいたし

ます。また、このメンバー非常にありがたいメンバーでございますので、何かこの

手の計画がありました際にはご協力をお願いするかもしれません。その際にはよろ

しくお願いしたいというふうに思います。本日は、またこの３回にわたりご協力い

ただきましてありがとうございました。 

（事務局） 

以上をもちまして第３回横手市総合計画審議会を閉会いたします。本日もお忙し

いところ大変ありがとうございました。 

 
５．閉会（19：37） 


